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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月23日(2015.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リポソームワクチン製剤であって、
　該リポソームワクチン製剤は、以下（ａ）乃至（ｃ）：
（ａ）以下の構造のグリコリポペプチド：
Ｈ２Ｎ－ＴＳＡＰＤＴ（Ｔｎ）ＲＰＡＰＧＳ（Ｔｎ）Ｔ（Ｔｎ）ＡＰＰＡＨＧＶＴＳＡＰ
ＤＴ（Ｔｎ）ＲＰＡＰＧＳ（Ｔｎ）Ｔ（Ｔｎ）ＡＰＰＡＨＧＶＳ＊Ｓ＊Ｌ－ＯＨ（配列番
号２）であって、
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　ここで、
　　Ｔｎは独立して、各発生時に、セリン残基またはトレオニン残基に共有結合的に付着
したα－Ｎ－アセチルガラクトサミン（ＧａｌＮＡｃα１）を表し；及び、
　　＊は独立して、各発生時に、セリン残基に共有結合的に付着したＣ１４脂質を表す、
グリコリポペプチド、
（ｂ）以下の構造のアジュバント：
【化１】
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【化２】

又はその薬学的に許容可能な塩；および、
（ｃ）担体脂質
を含む、リポソームワクチン製剤。
【請求項２】
　Ｃ１４脂質はミリストイル鎖である、請求項１に記載のリポソームワクチン製剤。
【請求項３】
　アジュバントは、以下の式、またはその薬学的に許容可能な塩である、請求項１に記載
のリポソームワクチン製剤。
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【化３】

【請求項４】
　アジュバントは薬学的に許容可能なトリエチルアミン塩である、請求項３に記載のリポ
ソームワクチン製剤。
【請求項５】
　担体脂質は、ＤＭＰＧ、ＤＰＰＣ、又はそれらの薬学的に許容可能な塩、或いはそれら
の組み合わせから選択される、請求項１に記載のリポソームワクチン製剤。
【請求項６】
　コレステロールをさらに含む、請求項１に記載のリポソームワクチン製剤。
【請求項７】
　リポソームワクチン製剤は凍結乾燥している、請求項１に記載のリポソームワクチン製
剤。
【請求項８】
　リポソームワクチン製剤は凍結乾燥され、さらに、再構成される、請求項１に記載のリ
ポソームワクチン製剤。
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